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「
東
京
都
八
丈
町
」
か
ら
小
さ
な
お
客
様 

 

八
丈
島
に
あ
る
八
丈
町
か
ら
小
学
校
５
年
生

が
、
２
月
27
日
～
29
日
ま
で
の
間
、
冬
山
体
験

学
習
で
本
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
八
丈
町
は
雪
が

降
ら
な
い
た
め
、
訪
れ
た
子
ど
も
達
は
楽
し
そ

う
に
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。 

八
丈
町
と
木
島
平
村
は
、
当
時
の
東
京
都
八

丈
支
庁
長
が
木
島
平
村
出
身
者
と
い
う
こ
と
か

ら
、
村
の
職
員
間
で
交
流
が
深
ま
り
、
昨
年
度

か
ら
小
学
校
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

他
に
も
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
特
産
品
を

出
し
合
う
な
ど
、
年
々
、
交
流
が
深
ま
っ
て
い

ま
す
。 

 

  木
島
平
中
の
生
徒
に
よ
る
立
志
式 

 

２
月
10
日
（
金
）、
中
学
校
で
は
２
学
年
の
生
徒
が
決
意
を
発
表
す
る
「
立

志
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
２
学
年
の
生
徒
た
ち
が
、
昔
の
元
服
（
立
志
）
の
年
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
進
路
決
定
に
あ
た
る
中
学
３
年
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
に
続
く
自
分
の

進
路
を
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
に
、
今
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
志
を
立
て
、

そ
れ
を
自
他
に
宣
言
す
る
機
会
を
ね
ら
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

木
島
平
中
学
校
で
は
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
代
表
者
の
啓
発
録
の
発

表
の
後
、
一
人
ず
つ
立
志
の
決
意
（
座
右
の
銘
）
を
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
自
信
」「
な
せ
ば
成
る
」「
や
る
気
」「
全
力
」
な
ど
、
思
い
思
い
の
決
意
を

１
年
生
、
保
護
者
の
前
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

            

平
成
24
年
３
月
15
日
発
行 
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高
社
山
（
１
３
５
１
．
１
ｍ
） 

～
北
信
濃
の
名
山
。
い
に
し
え
は
信
仰
、
い
ま
は
ス
キ
ー
場
郡
に
囲
ま
れ
る
～ 

埼
玉
県
嵐
山
町 

髙
木 

弘 

 

田
舎
を
離
れ
て
も
う
す
ぐ
50
年
に
な
る
。 

昔
、
帰
省
す
る
時
は

信
越
線
（
汽
車
、
電
車
）

長
野
駅
で
、
飯
山
線
に

乗
り
換
え
、
豊
野
を
過

ぎ
る
頃
「
た
か
や
し

ろ
」
が
見
え
て
く
る
と
、

よ
う
や
く
田
舎
に
着

い
た
と
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。
特
に
車
窓
か
ら

見
る
中
野
市
立
ヶ
花
近
く
か
ら
の
千
曲
川
と
高
社
山
の
景
色
が
素
敵
で
す
。

田
舎
（
山
口
）
か
ら
見
る
高
社
山
は
近
す
ぎ
て
あ
の
雄
大
な
姿
は
ま
た
違
っ

た
山
に
見
え
ま
す
。
木
島
平
中
学
校
付
近
か
ら
見
る
高
社
山
は
全
景
が
眺
め

ら
れ
、
ま
た
西
に
斑
尾
山
、
妙
高
山
と
の
景
色
は
絶
景
で
す
。
飯
山
市
瑞
穂

地
区
の
菜
の
花
公
園
か
ら
は
菜
の
花
の
黄
色
、
千
曲
川
の
流
れ
、
遠
く
に
高

社
山
の
眺
め
も
素
敵
で
す
。 

こ
の
素
敵
な
高
社
山
に
昨
年
６
月
に
山
の
同
好
会
メ
ン
バ
ー
23
名
で
登
山

し
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
高
社
山
登
山
が
決
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、
か
つ
て
メ

ン
バ
ー
で
妙
高
山
、
火
打
山
登
山
し
た
時
に
眺
め
た
高
社
山
は
、
箱
庭
の
中

の
小
さ
な
山
で
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
２
人
が
村
の
Ａ

さ
ん
か
ら
木
島
平
米
を
定
期
的
に
購
入
し
て
い
る
縁
、
難
読
地
名
で
有
名
な

馬
曲
温
泉
に
入
浴
し
た
い
な
ど
か
ら
高
社
山
登
山
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

当
日
、
赤
岩
コ
ー
ス
か
ら
登
山
開
始
す
る
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の
道
脇
に
は
石

造
が
13
仏
置
か
れ
、
案
内
板
や
登
山
道

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
山
頂
へ
の
道
は

稜
線
を
ゆ
る
く
上
る
。
大
日
如
来
、
八

幡
神
な
ど
の
石
祠
を
経
る
。
さ
ら
に
急

坂
を
上
が
る
と
、
高
社
神
社
の
奥
社
。

大
き
な
岩
窟
の
中
に
社
殿
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
15
分
ほ
ど
で
御
嶽
神
社
の

前
に
出
る
。
石
祠
の
大
き
さ
に
驚
き
ま

す
。
里
で
刻
ん
で
行
者
が
担
ぎ
上
げ
た

と
い
う
。
古
く
か
ら
、
信
仰
の
山
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

こ
か
ら
す
こ
し
上
り
で
高
社
山
山
頂
に

着
く
。
木
造
の
展
望
台
が
あ
り
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
い
眺
め
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
歩
行
時
間
は
約
３
時
間
で
し
た
。） 

帰
り
は
木
島
平
口
登
山
道
で
下
山
し

ま
し
た
。
山
頂
か
ら
15
分
ほ
ど
で
山
頂

リ
フ
ト
終
点
で
す
。
こ
こ
ま
で
は
登
山

道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
無
事
下
山
し
ま
し
た
。

最
後
に
ゲ
レ
ン
デ
で
ワ
ラ
ビ
、
ふ
き
等

の
山
菜
採
り
を
楽
し
み
、
馬
曲
温
泉
で

入
浴
し
、
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。 

 

※
夏
場
は
定
期
的
に
リ
フ
ト
を
運
転
し
て
い
る
が
、
日
程
や
時
間
は
要
確
認
。 

（
問
い
合
わ
せ
：
木
島
平
観
光
株
式
会
社
℡
０
２
６
９
‐
82
‐
４
４
０
４
） 

※
山
頂
ゲ
レ
ン
デ
脇
の
登
山
道
は
落
石
の
危
険
あ
り
と
し
て
、
こ
の
コ
ー
ス
の
立
入

規
制
を
し
て
い
ま
す
。 

馬曲から見た高社山 

役場周辺から見た高社山 高社山から見下ろした村の風景 


